
＜第二次中間まとめ（Ｈ22.8）＞

はじめに はじめに

※時点更新とともに内容を精査し修正

第１章　国立大学法人等施設の果たす役割

１．国立大学法人等の使命・役割

２．国立大学法人等施設の役割

第１章　国立大学法人等施設の果たす役割

１．国立大学法人等の使命・役割

２．国立大学法人等施設の役割

＜最終報告（案）＞

（語句の修正） 第２章　国立大学法人等施設の現状と課題第２章　国立大学法人等施設の整備状況

※時点更新とともに、語句統一を中心に修正
（削 除）

（他部分との内容重複を整理し削除）１．法人化以降の施設整備

２．第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画の検証 １．第２次国立大学等施設緊急整備５か年計画の検証

（１）重点的整備の状況 （１）重点的整備の状況

（２）システム改革の状況 （２）システム改革の状況

（３）施設整備による教育研究等への成果・効果 （３）施設整備による教育研究等への成果・効果

３．国立大学法人等施設を取り巻く現状と課題 ２．国立大学法人等施設の現状と課題

（１）老朽化の状況 （１）老朽化の状況

（２）狭隘化の状況 （２）狭隘化の状況

（３）病院再生整備の状況 （３）病院再生整備の状況

（４）地球環境問題への対応 （４）地球環境問題への対応

（５）政策的な課題、社会的な要請への対応 （５）政策的な課題、社会的な要請への対応

（６）財政上の課題 （６）財政上の課題

（７）諸外国における大学施設の戦略的整備 （７）諸外国における大学施設の戦略的整備

第３章　今後の国立大学法人等施設整備の在り方 第３章　今後の国立大学法人等施設整備の在り方

※長期的な対応が必要な事項を集約・整理

１．今後の国立大学法人等施設の目指すべき姿 １．今後の国立大学法人等施設の目指すべき姿

（１）教育機能の発展 （１）教育機能の発展

（２）研究機能の発展 （２）研究機能の発展

（３）産学官連携の強化 （３）産学官連携の強化

（４）地域貢献の推進 （４）地域貢献の推進

（５）国際化の推進 （５）国際化の推進

（６）地球環境問題への貢献 （６）地球環境問題への貢献

（７）キャンパス環境の充実 （７）キャンパス環境の充実

２．長期的視点に立った施設整備

※マネジメント、キャンパスマスタープランについても追記

２．施設整備における国と国立大学法人等の役割
（集約整理）

３．国及び国立大学法人等の連携・協力

（１）国の役割 ※(1)と(2)を集約し、項目ごとに整理

（２）国立大学法人等の役割

第４章　今後の国立大学法人等施設整備における中長期的な対応方策 第４章　今後の国立大学法人等施設整備における中長期的な対応方策

※整備目標を追記するとともに、内容を整理し再構成

１．長期的視点に立った整備の重要性 １．中長期視点に立った計画的・重点的な施設整備の推進
（３章と４章に分散）

２．計画的な施設整備の推進

（１）長期的視点に立ったキャンパス環境の整備

（２）効果的・効率的な整備による価値の向上

（３）ＰＤＣＡサイクルに基づく施設マネジメントの推進

（４）多様な財源を活用した戦略的整備の推進

（５）戦略的マネジメントに必要な人材の育成

３．重点的な施設整備の推進

（１）重点的な施設が必要な施設

（２）整備方針及び推進方策

（３）成果目標・指標

（集約整理）

（記述追加）

（集約整理）

２．計画的・重点的な施設整備の基本的な考え方

（１）質的向上への戦略的整備 －Strategy

（２）地球環境に配慮した教育研究環境の実現 －Sustainability

（３）安全な教育研究環境の確保 －Safety

３．重点的な施設整備の内容

（１）安全性・機能性に問題のある老朽施設等の改善

（２）高度化・多様化する教育研究活動の実施に不可欠なスペースの確保

（３）先端医療・地域医療に対応した大学附属病院の再生

４．システム改革の推進

（１）施設マネジメントの推進

（２）多様な財源を活用した施設整備の推進

（３）戦略的な施設マネジメントに必要な人材の育成
（記述追加）

５．計画のフォローアップ


